
地区社協活動シート

北仙台  地区社会福祉協議会

更新日：令和 7年 6 月 1 日

１．地域情報

圏域

（主な町名）水の森 1丁目～4丁目、鷺ヶ森 1丁目～2丁目、双葉ヶ丘 1丁目～2丁目、東

勝山 1丁目～3丁目、藤松

（連合町内会）北仙台地区連合町内会     （学区）北仙台小学校，北仙台中学校

（地域包括支援センター）双葉ケ丘地域包括支援センター

人口※1 11,294 人 高齢者数 ※1 3,440 人 高齢化率※1 30.46%

世帯数 1 5,790 世帯 未就学児数※1 451 人

地区の

概況

区の県道仙台・泉線北部に位置し，北側が泉区と接します。北仙台小学校、北仙台中学校学区で閑静な住宅

街が立ち並んだ住宅地です

地域資源

（関係団

体、施設、

連絡会等）

単位町内会

荒巻泉ヶ丘町内会，水の森町内会，うぐいす丘町内会，森が丘町内会，杜の里町

内会，平和台町内会，あおば自治会，ひばりヶ丘町内会，幸福ヶ丘町内会，

白鷺町内会，第二勝山町内会，勝山町内会，こだま町内会，大山団地町内会，

藤森町内会，鷺ヶ森むつみ会，双葉ケ丘西町内会，双葉ケ丘町内会，北根町内

会，北根地区親和会

地域活動団体

（町内会除く）

北仙台地区民生委員児童委員協議会，北仙台赤十字奉仕団，北仙台体育振興会

北仙台地区健全育成連絡協議会，北仙台地区防災協議会, 北仙台地区女性防災協

議会

ＮＰＯ

ボランティア団体

高齢者関係施設等 賓樹苑，清涼苑，双葉ケ丘在宅介護センター，双葉ケ丘デイサービスセンター

障がい者関係施設等 はまゆう

子供関係施設等 水の森児童館

教育機関 北仙台小学校，北仙台中学校､荒巻幼稚園

市民利用施設
水の森市民センター，北仙台コミュニティ・センター，

荒巻コミュニティ・センター

その他

※1 令和 7 年 4 月 1 日現在の「仙台市町名別年齢（各歳）別住民基本台帳人口」の町名ごとに集計されているデータを、その町名を主に

活動圏域とする地区社協ごとに累計したものです。詳細な地区社協活動圏域（街区符号・住居番号）による累計ではありません。

２．地区社協の体制

結成年月日 昭和・平成 52 年 4 月 1 日

社協会員数 3,429 名（普通会員数 3,411 名、特別賛助会員数 18 名）※令和 6年度実績

会 長
氏 名 菅野 剛 就任年月日 平成 23 年 5 月 23 日

兼務の状況 北仙台地区防災協議会副会長

組織体制
（役員体制）会長 1名，副会長 1名，監事 2名，常任理事 4名（福祉活動推進員１名）      

（活 動 者）35 名    （活動者呼称）福祉委員

主な

活動拠点

有→ （名 称）

無→ （主な活動場所）北仙台コミュニティ・センター

地区社協活動シート

青 葉 区青 葉 区



  北仙台 地区社会福祉協議会

３．小地域福祉ネットワーク活動

推進体制の概要 民生委員と福祉委員が連携して，きめ細かく活動

会議・研修
包括圏域会議：4地域で 3回

町内会長、民生委員児童委員、福祉委員合同研修：1回 役員研修：2回

活動の概要

令和 6年度

実  績

安否確認活動 生活支援活動 サロン活動

実施対象世帯（実数）

657世帯

（内訳）

一人暮らし高齢者世帯 313 世帯
日中独居高齢者世帯 0 世帯
高齢夫婦世帯 249 世帯
その他の高齢者がいる世帯 0 世帯
障がい者のいる世帯 22 世帯
子供のいる世帯 29 世帯
その他の世帯 44 世帯

実施回数（延べ） 6,247 回

主な支援内容

訪問、電話、見守り(外から)

実施対象世帯（実数）※２

35世帯

（内訳）

一人暮らし高齢者世帯 25 世帯
日中独居高齢者世帯    0 世帯
高齢夫婦世帯 5 世帯
その他の高齢者がいる世帯 0 世帯
障がい者のいる世帯 1 世帯
子供のいる世帯 0 世帯
その他の世帯 4 世帯

実施回数（延べ）  139 回

主な支援内容

草取り、除雪、食事づくり、ゴミ出し、清

掃、渋柿取りの手伝い、障子の張り替え、

簡単な用足し、器具・電灯の修理・部品交

換、落ち葉拾い

実施回数

222回

延べ参加数

2,445人

（対象）

�高齢者

�障害者

�子育て中の親（子）

�子ども

�その他

※定期的に開催してい

るサロン等は、別紙

「主なサロンの開催状

況一覧」参照

※２ 生活支援活動の実施対象世帯数は、下半期（１０月～３月）における実績。

４．広報など

広報紙等

広報紙の名称 発行頻度

発行部数・配布方法等

その他の広報
行事チラシ（随時）

サロン関係案内

５．その他の活動

活動・取組

みの概要

他団体と連携し，児童の安全登校指導や健全育成の為の活動を行っている。

６．地区社協活動の特徴

町内会と連携したサロン活動の充実（福祉委員の活躍の場でもある）と見守り活動の徹底を図る。

同時に地域ごとの会議の中で情報を共有し，地区内での「共助」の在り方等研修するようにしている。

連合町内会の防災協と一体となる活動も目指している。


